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環境負荷低減のクロスコンプライアンスのイメージ

環境にやさしく
生産性も高い農業へ︕

○ 今後、農林水産省の全ての事業において、最低限行うべき環境負荷低減の取組の実践を要件化することにより、 
支援の実施により新たな環境負荷が生じないようにする。

CO2

最低限行うべき取組（例）
肥料・農薬の使用状況の記録・保存

作物の生育や土壌養分に応じた施肥

農薬ラベルの確認・遵守、農薬の飛散防止

電気・燃料の使用状況のこまめな確認、記録・保存

新たな環境負荷を生じさせないよう配慮機械導入 施設整備 増産

各種支援に当たり、
環境負荷低減の最低限の取組を要件化
（＝クロスコンプライアンス）

＜各種支援＞

N2O

NO3-

*  使用量を把握して次期作に向けた化学肥料・化学農薬の 
使用量の低減につなげる

*  必要な量のみの施肥を行い、化学肥料の使用量の低減に 
つなげる

* 周辺環境への影響を最低限にする

*  使用量を把握して不必要・非効率なエネルギー消費を防ぐ 28
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〇  みどり法第15条に基づく基本方針（令和4年9月15日 農林水産省告示）に位置付けられた、農林漁業に由 
来する環境負荷低減に総合的に配慮するための基本的な７つの取組を基に、最低限行うべき内容を明確化。

〇農林漁業に由来する環境負荷に総合的に配慮するための基本的な７つの取組

適正な施肥

例）・肥料の使用状況の記録・保存
・作物の生育や土壌養分に応じ 
た施肥 等

適正な防除

・農薬の使用状況の記録・保存
・農薬ラベルの確認・遵守、農薬 
の飛散防止 等

エネルギーの節減

・電気・燃料の使用状況 
の記録・保存 等

悪臭・害虫の 
発生防止

・家畜排せつ物の適正な 
管 理 等

廃棄物の発生抑制 
循環利用・適正処分

・プラスチック製廃棄物の 
削減や適正処理 等

生物多様性への 
悪影響の防止

・病害虫の発生状況に応じた 
防除の実施 等

環境関係法令の 
遵守等

・営農時に必要な法令の遵守
・農作業安全に配慮した作業 
環境の改善 等

最低限行うべき環境負荷低減の取組
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